


























































































































lative Coat and Vest System, 1900に記載さ
れた「フルドレスコート」など４点の製図が
共通していることが判明した。このことから，
山口の衣服型紙の製図法は米国のストーンの
考案によるもので，渡邊滋によって日本に持
ち込まれたものであったことが示唆される。
裁縫女学院設立期の指導内容の系譜
　裁縫女学院でストーンによる立体的な特徴
を持つ製図の指導にあたった人物については，
「東京裁縫女学校」の卒業生で，裁縫女学院
の主任教師をつとめた矢野はじめ子であると
推察できる。矢野は，『みしん裁縫ひとりま
なび』の編纂にも尽力しており，このことか
ら，渡邊辰五郎と渡邊滋の両氏から指導を受
けていたと思われる。山口の衣服型紙のうち，
研究科の衣服型紙には，矢野の検印が押され
ており，実際に山口の授業を担当していたこ
とが窺える。
　以上の調査結果より，設立期の裁縫女学院
の裁縫指導は，渡邊辰五郎から谷田部順子を
経て，渡邊式の裁縫教育を受けた秦利舞子が
平面的な製図の指導をした普通科と，米国ス
トーン氏から渡邊滋を経て，矢野はじめ子が
立体的な割出式製図の指導をした高等科・研
究科で構成されたという系譜が浮かび上がっ
た。設立期の裁縫女学院では，ミシンの使用
法だけではなく，渡邊辰五郎と渡邊滋の裁縫
教育の流れをくんだ指導者による型紙製図の
指導がおこなわれていたと言える。
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